
海洋観光につながる
神戸港の魅力発信等の取り組みついて

平成28年11月14日

神戸市みなと総局振興課



イントロダクション：神戸のイメージ



神戸港の概要

・1868年の開港以来、日本を代表する国際貿易港として発展
・緑豊かな六甲の山並みと穏やかな瀬戸内海に囲まれた美しい景観
・クルーズ客船の寄港やウォーターフロントの賑わいづくりにも注力
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海洋観光につながる取り組み

1.クルーズ客船の振興 2.海事教育の推進

3.その他（見学会や魅力体感ツアー等）
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１．クルーズ客船の振興

・神戸港には年間約100隻のクルーズ客船が入港
・昨年（27年）は過去最高となる42隻の外国籍客船を含む97隻が入港
・29年3月には「クイーン・エリザベス」が初の日本発着クルーズを実施
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１．クルーズ客船の振興 ～神戸港の優位性～

クルーズポート神戸港の優位性

①２つの客船ターミナル～神戸ポートターミナル・中突堤旅客ターミナル～

・16万トン級の大型客船、及び７万トン級の小型･中型客船が着岸できる客船ターミナル

・円滑なCIQ（税関・入管・検疫）手続き

・バリアフリーに配慮したボーディングブリッジ

②空港、市街地、近隣の観光圏へのアクセス

・市内一円に豊富な観光資源

神戸ビーフ、スイーツ、灘の酒蔵、有馬温泉、
六甲山と1000万ドルの夜景、中華街など

・関西各地へ多様なオプショナルツアーが可能

京都、奈良、姫路、明石海峡大橋など

・空港と港が近接するなど充実した広域交通網（空港、新幹線、高速道路、鉄道）
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１．クルーズ客船の振興 ～乗船客等への“おもてなし”～

ターミナルでのおもてなし
（日本酒の試飲）

バルーンリリースと

消防音楽隊による歓迎演奏

臨時観光案内所・外貨両替

通訳・案内ボランティア

KOBE Free Wi-Fiご案内

都心商業地（元町・三宮）まで，
無料シャトルバスを運行

都心商業地でのおもてなし
（観光案内、書道体験、抹茶試飲等）

お土産販売
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１．クルーズ客船の振興 ～魅力発信について～

・半年間の入港スケジュール情報を提供するパンフレットの発行
・客船の入出港の動画を市街地で放映
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・「客船見学会」、「客船フェスタ」、「市民クルーズ」の実施

１．クルーズ客船の振興 ～魅力発信について～
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１．クルーズ客船の振興 ～瀬戸内クルーズの振興～

神戸宇野

高松

広島

門司
（北九州）

• 門司、広島、高松、宇野の各港と連携を図り、「クルーズせとうち」
として共同で誘致活動を実施。

平成25年11月29日：「瀬戸内クルーズシンポジウム in 神戸」を開催

平成25年3月11日～14日：「クルーズ・シッピング・マイアミ」共同ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

平成26年1月27日：都内で第２回「クルーズせとうち」セミナーを開催

平成27年3月 ：「クルーズ・シッピング・マイアミ」共同ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

平成27年11月 ：都内で「クルーズせとうち」セミナーを開催

平成28年11月 ：「クルーズ・シッピング・マイアミ」共同ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
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２．海事教育の推進

・内航船員不足や高齢化の状況が続いており、若手船員確保は喫緊の
課題であるため、神戸海事地域人材確保連携協議会を組織し、青少年
が海・船・港に親しむ機会づくりや、学校教育と連携した教育推進に取り
組んでいる

○神戸海事地域人材確保連携協議会の概要
・目的
青少年が海や船に親しむ機会の形成や学校教育と連携し、
海事教育の推進を図ることによって、神戸地域における海事分野
の人材育成に寄与する

・構成員
神戸運輸監理部、神戸市みなと総局、神戸港振興協会、
近畿地方整備局神戸港湾事務所ほか
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２．海事教育の推進① ～神戸・みなと体験～

・目的：普段港に馴染みのない小中学生に神戸港を身近に感じてもらう
・内容：神戸港見学、物流倉庫見学、帆船体験航海など。年6回程度

H28.10.1 みらいへ体験航海 H28.10.1 みらいへ体験航海

H28.5.29ゴールデンプリンセス船内見学会 H28.5.29ゴールデンプリンセス船内見学会
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２．海事教育の推進② ～出前授業の実施～

・航海士等の海事専門家が小中学校へ出向き、副教材を用いて
出前授業を実施（H20～）
・27年度は８校828名を対象に実施

海の出前授業
（神戸市立西郷小学校 H２7.２.２２）

海の出前授業
（神戸市立塩屋北小学校 H2７.１１.２６）

12



２．海事教育の推進③ ～みなとの学習会～

・市内の小中学校を対象に、遊覧船上より、港湾施設や物流倉庫などを
見学しながら、海やみなとの仕事・役割について理解を深めることを目的
に実施。

・28年度からは神戸市内の小学校３年生全員を対象に実施
（乗船料全額、交通費半額は神戸市が負担）

小学校社会科 副読本 小学校社会科 副読本 神戸港ページ
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２．海事教育の推進④ ～副教材の作成～

目的：神戸市在住の小中学生を対象に①神戸港について深く知り、神戸に愛着を
持ってもらう②海、港、船に関する職業を学び、興味をもってもらう

内容：神戸港の貨物の流れ、働く人々の紹介、船員や海事系教育機関の紹介
対象：神戸市立の小学３年生、中学２年生

＜小学生用＞ ＜中学生用＞
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２．海事教育の推進⑤ ～神戸海洋博物館～

・神戸開港120年を記念した1987年にメリケンパークにオープン
・神戸港の施設や役割、船の仕組みや客船の魅力等を模型や映像等で
紹介
・川崎重工の企業博物館・カワサキワールドも併設

＜神戸海洋博物館外観＞ ＜神戸海洋博物館 館内＞
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３．その他の取り組み① ～船の一般見学会等～

神戸港ボート天国 テクノオーシャン2016 よこすか・しんかい6500等の見学会

神戸クルーズ体験 練習船「日本丸」出港歓送セレモニー
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３．その他の取り組み② ～大人のみなと体験～

・小中学生対象の港湾施設見学ツアー「神戸・みなと体験」の大人版
・遊覧船上からガイドの解説で神戸港を見学後、コンテナターミナルや
物流施設内の加工現場や冷凍倉庫等を見学(2016年9月初開催）
・定員40名に対し255名の応募、満足度90%以上

コンテナターミナル（PC18)

【参加者の声】
・コンテナターミナルを見ることができ感動した
・普段は入ることができない貴重な体験ができた
・長年神戸に住んでいるが知らないことが多かった
ことに驚いている
・有料化して、海外の人にも見てもらったらどうか。
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３．その他の取り組み③ ～みなと倶楽部ツアー

・開港150年を迎える神戸港から日本中に広がった神戸を支える文化を「音楽」「食」
「物流」「歴史」の４ジャンルで体験して学べるツアーを開催(2016年7月～8月）
・4ジャンル5プログラムに小中学生980名が応募（倍率約４倍）

18



３．その他の取り組み③ ～みなと倶楽部ツアー

「音楽」体験ツアー
〜明日へ輝け、みんなのJAZZステージ〜

「ご馳走」体験ツアー
〜神戸港発祥の食文化を学んで学習しよう

「歴史」探訪ツアー
～神戸港開港の昔と今の違いを探訪しよう～

「物流」体験ツアー
〜物流現場を見学し、港を学ぼう〜
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３．その他の取り組み④ ～おとな旅 神戸～

●事業概要
・神戸発の着地型観光を推進するため、「神戸らしさ」を存分に堪能でき
る「特別感」のあるまち歩きや体験プログラムを企画・実施

・地域資源を活用した神戸の様々な楽しみ方の可視化・カタログ化を通
じて神戸ライフの魅力を発信し、さらなる誘客や移住促進につなげる

・編集者や料理人などが「市民アドバイザー」
としてプロデュースし、神戸のまちの「本物」の
おもしろさをご案内

・メインターゲットは大人の女性

・2013年度より開始し、5シーズンの間に
200プログラム500本を実施（28年3月時点）

・各シーズンの平均予約率は約9割
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３．その他の取り組み④ ～おとな旅 神戸～

●プログラム例(船関連）
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３．その他の取り組み④ ～おとな旅 神戸～

●プログラム例(景観、歴史etc）
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３．その他の取り組み④ ～おとな旅 神戸～

●事業の効果

○様々な地域資源の活用により、神戸の新たな楽しみ方を創出し、
神戸ならではの体験を提供できる仕組みを作成

○神戸の楽しみ方の可視化・カタログ化による「神戸のライフスタイル
そのもの」の魅力を効果的に発信し、全国メディアへの露出が加速

○これまで観光とつながりのなかったキーパーソンとのネットワーク

○熱烈な神戸ファンの獲得

○市民のシビックプライドの醸成に貢献
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海洋観光の振興に向けた今後の方向性

○神戸港の振興における今後の方針
・開港150年を契機とした市内外への神戸港の魅力発信
・ウォーターフロントの賑わい創出

○海洋観光の振興に向けた今後の方向性
・これまでの取り組みを通じて蓄積してきた船、海、港にかか
る資源を「観光資源」として活用するため、

○市場分析等を踏まえたターゲットの絞り込み
○ターゲット層のニーズを踏まえた海洋資源の効果的な活用
による観光コンテンツの作成

○コンテンツの魅力を引き立てる効果的なプロモーション

等に取り組むことにより、港町神戸の新たな楽しみ方を創出
し、魅力発信や賑わい創出につなげていく
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最後に ～神戸開港150年記念事業について～

2017年1月1日に開港150年を迎えるにあたり、
市民とともに祝う記念事業を実施し、

海、船、港への関心を深め、神戸港のさらなる発展のスタートとする

①国際会議

神戸港の姉妹港・友好港、経済成長著しいアジア地域等の主要な
港の港湾管理者による国際会議を開催

開港150年記念事業における主な事業

③海フェスタ（2017年7月15日～8月6日）
海の日にちなんで実施される日本最大級の海の祭典、「海フェスタ」
を神戸で開催。帆船フェスティバルや150年記念花火大会等を実施。

②神戸開港150年記念式典(2017年5月19日）
港湾功労者顕彰や神戸港の将来像を発表する記念式典及び祝賀会を実施
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